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実験日：７月末  
■1.目的  
パラボラアンテナの音の反響をする仕組みを理解する。  

■2.仮説（予想）  
中心に行くにつれて音量が大きく聞こえ、距離によって音の聞こえ方が違う？  
パラボラには色々な用途があると推測する。  

■3.方法 ※ここから「パラボラアンテナ」のことを「傘」と表記する ※１  

パラボラアンテナの仕組みを理解するために受信用の傘に対して反対側の傘からイヤホンで音を流して受信 用
の傘からその音が聞こえるか耳を澄ます。  

■4.必要なもの ※１  

▢ビニール傘 ２つ  
▢イヤホン  
▢アルミホイル  
▢ガムテープ  
▢音源（CD・CDプレイヤー等・PC・トランシーバー）  
▢台（箱椅子等）  

■5.手順 ※１  

１．ビニール傘とビニール傘を離して椅子に
固定する  

２．イヤホンを中棒に取り付ける  

３．イヤホンから音楽を流す  

４．反対側から聞く  

■6.結果  
1回目  アルミホイルなし  若干聞こえた。伴奏は聞こえたが歌詞は聞こえない 

2回目  アルミホイルあり※  流す音量によるが若干聞こえる(1回目よりかは聞こえた） 
聞こえるのは曲による 

3回目  アルミホイルあり  若干しか聞こえなかった  
人間の声で実験したが言っている内容は認識できなかったが、なにか言っ 
てることは分かった 



4回目  アルミホイルあり  今度は廊下で実験を行った(傘と傘の間隔、約21.5ｍ)  
音楽を流して実験すると全員が曲のフレーズやメロディーがはっきり聞こ え
た 

 
 
※アルミホイルありの方が反響しやすいと推測したため、２回目以降からアルミホイルを２つ傘に貼った。 
■7.考察 ※１ ※２  

アルミホイルを貼ってないときと貼ってるとき両方音が聞こえるからビニール傘は音波を反射すると考えら れる  
音波の波は硬いので滑らかな部分では反射するが柔らかいもの・凹凸があるものだと反射しにくいつまり アル
ミホイルを貼ることで表面が滑らかになり反射しやすくなると考えられる  

▢アルミホイルのありなしで結果が大きく異なる  
▢曲の激しさが異なっているので聞こえるものと聞こえないものがある  
▢人間の声だと聞こえづらい？⇒振動数や振幅などの音の波形が関係している  
▢廊下だと天井、壁、床までの距離が狭い(小さい)ので音がよく反響して聞こえる？と推測  

以上の考察の中で出た疑問について調べた。わかったことを下記にまとめる。  
⇛・激しい音楽（音が高い・大きい）ほうが聞こえやすい  
・アルミホイルは音波や電波を反射しやすいと言う性質があるとわかった  

■8.結論 ※１ ※２  

その傘にはアルミホイルが貼ってあるので表面が滑らかで実際のパラボラアンテナと似ている 実際のパラ
ボラアンテナもアルミニウム・アルミニウム合金などで作られており表面が滑らかである パラボラアンテナ
の用途は宇宙探査機などの電波通信のためにある  
つまりこの実験のアルミホイルを貼った傘は簡易的なパラボラアンテナになり音の反響を作ることができた ので実
験は成功したといえる  

■9.感想  
▢アルミホイルがあるのとないので音の反射の差が大きくあることがわかった  
▢音波の波によって反射しやすいものと反射しにくい物があることがある  

■10.参考資料  
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※２ ミツモア「 パラボラアンテナとは？特徴や種類、設置に関する疑問を解決！ 」 閲覧：2025.8.22 
https://x.gd/t4dhi 


